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福井県企業の炭素繊維複合材料基材を用いた航空機エンジンが 
型式承認を取得！ 

 

2014年12月、エアバス社「A320neo」用の新型ジェットエンジン「PW1100G-JM」が、米国連邦

航空局（FAA）のエンジン型式承認を取得しました。 

このエンジンのファンモジュール主要部品には、㈱IHI、㈱IHIエアロスペースと福井県企業の

㈱ミツヤ、㈱SHINDOならびに福井県工業技術センターが共同開発した炭素繊維複合材料が用

いられています。 

このエンジンの特長は、主要部品であるファンケースおよびファン構造案内翼に炭素繊維複合

材料を用いることで、軽量化を図りつつエンジンファン径の大径化が可能になり、バイパス比を高め

低燃費を実現したことにあります。厳しい国際競争の中で開発が進められている最先端の航空機

エンジンに採用されたことにより、福井県の炭素繊維中間基材製造技術の先進性が認知されたこと

となります。 

当該エンジンが型式承認を取得したことで、2015年第4四半期から予定される「A320neo」営業

運航に向かって大きく前進したこととなります。当該エンジンは、既に2000台以上を受注し、今後

も安定した需要が期待されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「PW1100G-JM」カットビュー
(⽶国・Pratt & Whitney 社資料)

「PW1100G-JM」⽤のファンケース
((⼀財)⽇本航空機エンジン協会資料)

※航空機エンジンの型式承認とは 
型式の設計が安全性及び環境適合性の基準を満たして

いることを証明するもので、同じ型式のエンジンを⽣産
する場合、同じ審査と試験を⾏う必要がなくなる。

構造案内翼(SGV)
ファンケース 

「PW1100G-JM」⽤の複合材構造案内翼(SGV)
(㈱IHI 資料) 
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ふくい CFRP 研究開発・技術経営センター(FCC)を設立 
  

福井県では、これまでの取り組みから強化繊維束の開繊技術（福井県特許）をベースに炭素繊維

強化複合材料関連の研究開発を行う企業を創出してきましたが、今後、より一層事業化を加速するため、

研究開発から製品化に至るまでの諸問題に対して、研究開発のみならず技術経営も含めた支援を行う

「ふくいＣＦＲＰ研究開発・技術経営センター」（略称：ＦＣＣ；Fukui CFRP industrial ization Center）

を福井県工業技術センター内に設立しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】  新産業創出研究部 松山 

共同研究 

（Research &  Development) 

県内企業や県外川下企業、大学、研究機関との共同研究開発プロジ

ェクトを実施します。 

ＣＦＲＰ拠点との連携 

(Partnership) 
国内外にある炭素繊維強化複合材料開発拠点と技術交流や人材交流

を行うとともに、県内企業と県外川下企業との連携を支援します。

人材育成 

(Engineer Development) 
炭素繊維複合材料に関するシンポジウム、セミナーを開催するなど、

県内企業の研究開発者、技術者の技術力の向上を図ります。 

※ふくいＣＦＲＰ事業化研究会 
炭素繊維強化複合材料の分野に積極的に取り組もうとする企業や研究機関等を会員とし、ＦＣＣの事業を推進

するため会員に情報提供等を行います。 

具体的な取り組み

主 要 設 備  
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研究紹介 

気象環境測定用 RFID センサータグの開発 

担当者 新産業創出研究部 環境・エネルギー研究グループ 
研究員  筧瑞恵   専門分野／電子情報処理(RFID 技術)、音響・信号処理 

  

 
 

１．はじめに 

農作物の収穫の目安となる積算日照量と気温の推移を把握するために、気象情報(気温、地温・

水温、照度)を自動的に測定／記録し、RFID通信により非接触でデータを収集できるRFIDセンサ

ータグを開発しましたので、ご紹介します。 

 

２．RFIDセンサータグの開発 

RFIDセンサータグは、１時間毎に測定(測定頻度は変更可変)する場合は42日間のデータを自

動的に記録することができます。測定データの読み取りは、RFIDリーダー(㈱アートファイネックス

製)を使用します(図１参照)。これにより省電力なシステム構成とし、小型太陽電池を電源とすること

で軽量小型と無電源を実現し、完全防水加工により屋外での長期間の使用も可能となりました。 

 

 

 

 

３．フィールド試験事例(圃場管理) 

こ れ ま で に 水 稲 圃 場 や 野 菜 ハ ウ ス

に セ ン サ ー タ グ を 設 置 し た 実 証 試 験

で成果が得られています。 

圃 場 管 理 の 事 例 ( 図 ２ ) で は 、 平 野

部 と 山 間 部 に タ グ を 設 置 し て 気 温 と

水 温 を 測 定 し 、 育 成 状 態 の 調 査 を 行

い ま し た 。 そ の 結 果 、 平 野 部 で は 夜

間 の 水 温 が 高 く 、 山 間 部 で は 水 温 が

低 く 、 ま た 1 日 の 水 温 変 動 も 小 さ い こ

とが分かりました。食味官能評価の結

果では、山 間部のお米の方が美味し

く 、 水 温 変 動 と の 関 連 デ ー タ が 収 集

できました。 

(※県農業試験場との共同調査) 

 

４．センサータグの用途 

積算データのファイル管理ができるため、農作物の収穫予測、病害虫の発生予測・防除に役立

てることもできます。また、ポイントごとの日照量測定、山海・屋外での生態調査や養殖環境の測定

にも利用できます。                ※本システムは、サンエー電機㈱の協力で開発しました。  

 

図２ 圃場フィールド試験での測定結果(気温、水温変動) 

図１ 気象環境測定用 RFID センサータグ 

(左)全形(各センサー配置) (中央)設置イメージ (右)手袋型ＲＦＩＤリーダーによるログ収集 

※RFID リーダーは、小型 USB 型リーダーや手袋型リーダーでの実績があります。  

手袋型RFIDリーダーで 
ログ収集(水田) 
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設備紹介 

金属光造形複合加工機の紹介 
 

 

 

本装置は、金属粉末をレーザで焼結・造形する「金属光造形」に加え、マシニングセンタによる「高速・高

精度切削加工」を１台のマシンに集約した「金属光造形複合加工機」で、中空形状、粗密造形、深リブ加工、

３次元自由形状を実現できます。 

冷却効果を高めた金型をはじめ、ニアネットシェイプ部品など、高度なものづくりにかかせないマシンです。 

 

＜装 置 名＞ 

金属光造形複合加工機 

＜メーカー・型式＞ 

㈱松浦機械製作所 LUMEX Avance-25 

 

＜仕  様＞ 

レ ー ザ：Ybファイバーレーザ max400W 

主 軸：450-45000 min-1 

 造形寸法：最大250×250×185mm 

※ベースプレート高さを含む 

 そ の 他：リニアモータ駆動 

      工具マガジン20本収納 

      金属粉末自動回収機構 

      チタン対応パッケージ(防爆仕様) 

【使用可能材料】 

  マルエージング鋼(マツウラマルエージングⅡ) 

  Ti-6Al-4V(マツウラチタン6Al4V) 

※アルゴンガスが必要となります。 

  SUS316L(マツウラステンレス316L) 

  コバルトクロム合金(マツウラコバルトクロム)ほか 

   

＜造形例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※本装置は、平成25年度補正予算事業「地域オープンイノベーション促進事業」(近畿地域)で 

「医療用チタン複合部材造形システム」として整備されました。 
 

【問い合わせ先】  企画支援室 産学官共同研究G 森下 和幸 

造形例① 造形例② 

金属光造形複合加工機 

加工室 
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平成２７年度科学技術週間一般公開行事のご案内 
 

 
国では４月１８日を発明の日と制定し、この日を含む一週間を科学技術週間として、科学技術の啓蒙を図って

います。第５６回目となる平成２７年度の開催では、全国統一標語が「知りたいが ぼくを変える 世界を変える」に

決まりました。 

福井県工業技術センターでは、『ウォッチ！世界に羽ばたく、ふくいの技術』を開催テーマに、最新の研究成

果および新規導入設備の実演・展示、専門分野に関する技術講演会等の行事を通して、最先端の科学技術を

紹介する一般公開を行います。また、一般県民の皆様に最新の技術を見学していただくために期間中の土曜

日（４月１８日）もセンター全体を公開いたします。小・中学校の生徒の皆様にも科学技術体験コーナーで科学

技術を体験していただきます。 

この機会に是非ともご来場くださいますようご案内申し上げます。  

 
※一般公開のお問い合わせは、企画支援室 技術相談グループ へご連絡ください。 TEL (0776) 55-0664 

 

 

   福井県広報課では、県の施策や事業、イベント、試験などの最新情報を分かりやすくお知らせしています。 
 

 ○新 聞  「県からのお知らせ」   毎月１日、１５日に掲載（福井新聞、日刊県民福井など） 

       「県政だより」      随時 

 ○テレビ  「おはようふくいセブン」 日曜 7:00～7:30（FBC テレビ） 

       「ほっとふくい」     第１・３土曜 17:00～17:15（福井テレビ） 

       「まちかど県政」     日曜  11:45～11:50（福井テレビ）/16:55～17:00（FBC テレビ） 

 ○ラジオ  「ふくい元気通信」    毎週月・水・金曜 10:20～10:30 頃（FBC ラジオ） 

第３・５土曜 10:35～10:40 頃（FBC ラジオ） 

       「県政スポット」     毎週金曜 8:45～8:53 頃（ＦＭ福井） 

 ○広報誌  「県政広報ふくい」    年６回発行 

 ○ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ 「ふくい“見ぇるマガ”」 月 2 回（第２・４金曜）配信 
 

 ※インターネットでも情報提供中 ホームページアドレス http://www.pref.fukui.jp/doc/kouho/index.html 

  詳しくは福井県総務部広報課（TEL:0776-20-0220）までどうぞ 

  

  

福井県工業技術センターニュース Ｎｏ.１２０ 平成２７年３月発行 

編集・発行  福井県工業技術センター 企画支援室 

〒910-0102  福井県福井市川合鷲塚町61字北稲田10 

Tel：0776-55-0664 Fax：0776-55-0665 

E-Mail：kougi@fklab.fukui.fukui.jp  URL：http://www.fklab.fukui.fukui.jp/kougi/ 

  

 
 

⽇程 ４⽉１６⽇（⽊） ４⽉１７⽇（⾦） ４⽉１８⽇（⼟）

 

10:00〜11:10 B206 多⽬的実習室 
研究成果発表(e-ﾃｷｽﾀｲﾙ、繊維技術関連）

10:00〜11:20 B206 多⽬的実習室 
研究成果発表（新産業技術関連）

10:00〜16:00 
センター内各研究室

科学技術体験コーナー 12:30〜13:30 講堂 
福井県繊維技術協会総会・表彰式 

11:20〜12:00 B206 多⽬的実習室 
研究成果発表(機械・⾦属技術関連）

13:30〜17:10 講堂 
平成２７年度繊維学会北陸⽀部 
学術普及講演会（有料） 

13:30〜15:30 B206 多⽬的実習室 
A609 繊維ﾃﾞｻﾞｲﾝｼｽﾃﾑ研究室

三次元測定機 機器利⽤講習会

13:30〜17:00 講堂 
品質と技術に関する講演会
（有料） 

13:00〜16:00 
B202 会議室、A307 クロマト分析室

ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析計機器利⽤講習会 

13:30〜15:30 B202 会議室 
プラスチック成形技術講習会

13:30〜16:30 
B202 会議室 

知財総合⽀援窓⼝ 14:00〜16:00 講堂 
溶接学会北陸⽀部講演会

実演 
展⽰ 

４⽉１６⽇〜４⽉１８⽇   9:00〜17:00 
福井県⼯業技術センター、(公財)ふくい産業⽀援センター、(⼀社)福井県発明協会 

福井県広報課からのご案内 

15.03.18570

☆環境への配慮から、ご来場につきましては、できる限り公共交通機関を利用してください。

また、止むを得ず自動車で来られる場合には、アイドリングストップにご協力ください。 

（本誌掲載の写真・記事の無断転用を禁じます。）
表紙：金属光造形複合加工機と 
    そのサンプル 
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